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4.2 諸基準の動向調査 

4.2.1 諸基準の構成 

道路橋の設計を行なう場合、国内の技術基準である道路橋示方書に従って設計を行うことと

なるが、その道路橋示方書は、道路構造令第 35 条（橋、高架の道路等）の規定を受け、都市・

地域整備局長、道路局長より「橋、高架の道路等の技術基準」として通達されている。 

図-4.2.1に道路橋の設計に関する基準の階層関係、法的関係を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
第 30 条（道路の構造の基準） 

第 35 条（橋、高架の道路等） 
橋、高架の道路その他これらに類する構造

の道路は、鋼構造、コンクリート構造又はこ
れらに準ずる構造とするものとする。 

【都市局長、道路局長通達】 
・道路橋示方書Ⅰ～Ⅴ 

（Ⅰ共通編、Ⅱ鋼橋編、Ⅲコンクリート橋

編、Ⅳ下部構造編、Ⅴ耐震設計編） 
・小規模吊橋指針 

橋の設計基準関係 

（
橋
、
高
架
の
道

路
等
の
技
術
基
準

に
つ
い
て
） 

通 

達 

（
道
路
構
造
令

試
施
行
規
則
）

省

令

（
道
路
構
造
令
）

政 

令 

（
道
路
法
） 

法 

律 

 

第 5 条（橋、高架の道路等） 

橋の設計基準関係 

図-4.2.1 道路橋の技術基準の体系 
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国内の技術基準である道路橋示方書を基に、各種基準類の「かかりうけと位置づけ」の関係

を図-4.2.2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、道路橋示方書の基準を基に、各種基準・要領類に示される PC 橋の初期変状を防止

するための規定や、許容値の設定方法、最小鉄筋量等を定めた規定の関係を図-4.2.2に従い整

理する。 

① 道路橋示方書Ⅰ共通編、Ⅲコンクリート橋編（H24 年 3 月）  日本道路協会 

② コンクリート道路橋設計便覧（H6 年 2 月） 

およびコンクリート道路橋施工便覧（H10 年 1 月）     日本道路協会 

③ コンクリート標準示方書 設計編（2012 年制定）       土木学会  

④ 各地方整備局橋梁設計要領 

⑤ NEXCO 設計要領第二集 橋梁建設編（H25 年 7 月）     東日本・中日本・西日 

本高速道路株式会社 

 

 この調査結果を次ページ以降に示す。 

  

道路橋示方書 Ⅰ 共通編 

道路橋示方書 Ⅲ コンクリート橋編 

道路橋示方書 解説 

便覧等 管理者等による要領 

道路橋の設計、施工、維持管理 

学協会等

の図書 

参考 参考 

参考 

図-4.2.2 各種基準類のかかりうけと位置づけ 
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【9】床版 

2） 鉄筋配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

道示Ⅲ   

7.6 鉄筋の種類及び配筋 

(1) 床版に用いる鉄筋の種類及び配筋は、コンクリートの施工が十分に行え、かつ有害なひび割れが生じない鉄筋径

及び間隔とする。 
(3) 床版の鉄筋は D13~D19 および D22 を標準とする。 
(4) 鉄筋の中心間隔は ctc100～300。ただし、床版支間方向の引張主鉄筋の間隔は床版厚以下とする。 

【コンクリート橋設計

便覧】 

 

特に記述無し 

管理者等による要領（NEXCO） 

特に記述無し 

 

 

道路橋の設計、施工、維持管理 

学協会等の基準 

コン示【設計編：標準】 

特に記述無し 

 

参考 参考 

参
考 

道示【解説】 

(3) 太径鉄筋は大きなひび割れが生じやすいため標準的な径を規定。一般的に D13～D19 が望ましく D22 は鉄筋配置

が困難な場合とする。 
(4)施工性と輪荷重が集中的に作用しないように規定。 

管理者等による要領（各地整） 

特に記述無し 
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4.2.3 初期変状防止対策の方向性 

今回の調査範囲において変状事例が確認できなかったものは、分類 1 または分類 2 となる。

【6】鋼材のあき規定による充填不良防止対策は、基準に従えば初期変状の防止が可能である

と考えられるが、調査結果においてコンクリートの充填不良によるひび割れが確認されており、

実務者への更なる周知の徹底が必要と考えられることから分類 3 とした。【3】鉄筋の許容応力

度の規定（一般部）は、現行で定められているとおり鉄筋の応力度を制限すれば初期変状の防

止が可能と考えられるが、すべての部材や荷重組合せに対して網羅されているわけではなく、

今後個別のケースに対して検討が必要であると考えられることから分類 4 とした。また、【8】

PC 鋼材定着の規定は、他の鉄筋との取り合いから所定の位置に配置できず期待する効果を発

揮できていないことにより、初期変状が発生している可能性が懸念されるため、他の対策との

組合せ方法について更なる検討が必要であると判断し分類 4 とした。分類 5 は、主に温度応力

や乾燥収縮に対する対策である。これらは、施工方法のみの対策では不十分であったり、設計

段階で対策を行う場合に施工条件の設定が困難であったりするなど、多くの課題があり対策の

改善や追加が必要であると考えられる対策である。 

諸基準における初期変状防止対策のレベルと更なる対策の方向を図-4.2.3に示す。 
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図-4.2.3 分類結果による対策の方向性 
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初期
変状
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分類結果
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の
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更なる初期変状防止に向けた

対策の方向性
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あり
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○
 

 
 

 
 

120120



N
o 

表
題

 
著
者
名

 

出
展

 

概
要

 

初
期
変
状
の
分
類

 

出
展
名

 
年
月
日

 
該
当
頁

 
温
度

応
力

 
乾
燥

収
縮

 
施
工

全
般

 
緊
張

 
そ
の

他
 

5 
さ
が
み
縦
貫
相
模
原
愛
川

IC
 上

部

（
そ
の
１
５
）
工
事
の
施
工

 
田
中
、
池
上

 
第

21
回

PC
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
12

.1
0 

pp
.1

95
 

-1
98

 

さ
が
み
縦
貫
相
模
原
愛
川

IC
上
部
（
そ
の

15
）
橋

(ラ
ー
メ
ン
箱
桁

橋
)で

は
、

3
次
元

FE
M

温
度
応
力
解
析
結
果
に
基
づ
き
、
下
記
の
温

度
ひ
び
割
れ
対
策
を
実
施

 
①
断
面
分
割
部

(ラ
ー
メ
ン
橋
脚
部
、
上
床
版
、
ウ
ェ
ブ

)に
ひ
び
割
れ

補
強
鉄
筋
の
設
置

 
②
ひ
び
割
れ
補
強
筋
の
設
置

 
 

○
 

 
 

 
 

6 
鉄
筋
配
置
が

PC
構
造
物
の
持
続
荷
重

に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
研
究

 
吉
川
、
玉
越

 
北
村
、
横
井

 

第
21

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
12

.1
0 

pp
.3

93
 

-3
96

 

持
続
荷
重
（
ク
リ
ー
プ
）
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
の

1
つ
と
し
て
考
え

ら
れ
る
鉄
筋
配
置
に
着
目
し
、
梁
供
試
体
に
よ
る
載
荷
試
験
に
関
す
る

中
間
報
告
（
約

6
か
月
間
実
施
で
の
評
価
）
。
プ
レ
ス
ト
レ
ス
導
入
時
の

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ロ
ス
は
、
軸
方
向
鉄
筋
比
に
比
例
し
て
生
じ
、
持
続
荷

重
の
大
き
さ
、
横
方
向
鉄
筋
量
の
影
響
は
顕
著
で
は
な
い
な
ど
の
結
果

が
得
ら
れ
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

○
 

7 
保
水
養
生
テ
ー
プ
を
用
い
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
養
生
に
関
す
る
実
験
的
検
討

 
天
谷
、
原
、

 
濵
岡
、
森
本

 

第
21

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
12

.1
0 

pp
.5

79
 

-5
36

 

設
計
基
準
強
度

24
N

/m
m

2
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
保
水
養
生
テ
ー
プ
を

用
い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
品
質
や
ひ
び
割
れ
の
発
生
状
況
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
実
施
工
で
試
験
的
に
検
討
し
た
結
果
、
マ
ッ
ト
養
生
が
ひ

び
割
れ
総
延
長

92
.2

m
、
平
均
ひ
び
割
れ
幅

0.
28

㎜
に
対
し
、
保
水
テ

ー
プ
養
生
は
ひ
び
割
れ
総
延
長

86
.7

㎜
、
平
均
ひ
び
割
れ
幅

0.
15

㎜

と
抑
制
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。

 
 

 
○

 
 

 
 

8 
2
径
間
一
括
施
工
に
よ
る

PR
C2

主
版

桁
橋
の
設
計
 
－
第
二
東
名
高
速
道
路
 

樫
山
橋
－

 

中
井
、
後
藤

 
香
川
、
大
場

 

第
22

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
13

.1
0 

pp
.1

-4
 

表
題
に
示
す
構
造
物
で
は
、
温
度
応
力
解
析
等
か
ら
以
下
の
要
因
で
ひ

び
割
れ
が
生
じ
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 
・
主
桁
幅
が
厚
く
、
温
度
降
下
時
に
内
部
拘
束
が
発
生
す
る

 
・
固
定
支
保
工
架
設
で
は
プ
レ
二
次
力
の
作
用
と
自
重
の
作
用
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
・
主
桁
と
床
版
の
剛
性
差
が
大
き
い
た
め
、
床
版
と
の
温
度
差
で
主
桁

図
心
位
置
付
近
に
引
張
り
応
力
度
が
作
用
す
る
。

 
 

○
 

 
 

○
 

 

121121



N
o 

表
題

 
著
者
名

 

出
展

 

概
要

 

初
期
変
状
の
分
類

 

出
展
名

 
年
月
日

 
該
当
頁

 
温
度

応
力

 
乾
燥

収
縮

 
施
工

全
般

 
緊
張

 
そ
の

他
 

9 
整
備
新
幹
線
に
お
け
る
馬
桁
一
体

PC
連
続
桁
に
つ
い
て

 
下
津
、
玉
井

 
跡
部

 

第
22

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
13

.1
0 

pp
.1

3-
16

 

中
間
支
点
の
剛
性
を
確
保
す
る
た
め
断
面
寸
法
が
大
き
く
な
る
、
馬
桁

一
体

PC
連
続
桁
の
馬
桁
の
温
度
ひ
び
割
れ
対
策
と
し
て
、

 
1 ．

桁
の
上
面
を
防
炎
ｼｰ
ﾄ、

側
面
と
下
面
を
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
覆

い
、
内
外
温
度
差
を
防
ぎ
内
部
拘
束
ひ
び
割
れ
を
抑
制
。

 
2 ．

緊
張
順
序
を
事
前
に
検
討
し
、
馬
桁
と
主
桁
各
々
１
次
緊
張
、
２
次

緊
張
を
行
う
こ
と
で
、
馬
桁
に
早
期
の
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
。

 
を
実
施
し
た
。

 
 

○
 

 
 

○
 

 

10
 

松
山
外
環
状
道
路
 
井
門
（
い
ど
）
高

架
橋
上
部
工
事
の
緊
張
に
つ
い
て

 
香
田
、
圓
尾

 
太
田
、
木
村

 

第
22

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
13

.1
0 

pp
.7

5-
78

 

広
幅
員

 (
最
大

31
.7

m
)を

有
す
る
中
空
床
版
橋
の
緊
張
作
業
で
は
、
緊

張
力
の
与
え
方
に
よ
っ
て
は
反
り
上
が
り
の
あ
る
ウ
ェ
ブ
と
無
い
ウ
ェ

ブ
と
に
別
れ
、
橋
軸
直
角
方
向
に
引
張
応
力
が
生
じ
る
懸
念
が
あ
る
。

そ
の
た
め

FE
M

解
析
に
よ
っ
て
緊
張
順
序
、
本
数
を
設
定
し
ひ
び
割

れ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
緊
張
作
業
を
実
施
し
た

 
 

 
 

 
○

 
 

11
 

港
湾
ふ
頭
内
に
お
け
る

PC
４
経
間
連

続
箱
桁
橋
の
施
工
報
告

 
杉
村
、
川
上

 
東
田
、
田
尻

 

第
22

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
13

.1
0 

pp
.7

9-
82

 

支
点
上
横
桁

(4
.5

m
×

2.
3m

×
3.

0m
)の

マ
ス
コ
ン
対
策
と
し
て
、
部
材

中
心
部
か
ら
表
面
に
向
け
ク
ー
リ
ン
グ
パ
イ
プ
を
配
置
し
通
水
す
る
こ

と
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
全
体
温
度
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
内
外
温
度

差
も
抑
制
で
き
る
配
温
式
パ
イ
プ
ク
ー
リ
ン
グ
を
実
施
。
ま
た
、
主
桁

(箱
桁

)2
分
割
施
工
時
の
上
床
版
と
の
打
継
目
に
発
生
す
る
ひ
び
割
れ
対

策
と
し
て
、

3
次
元

FE
M

温
度
応
力
解
析
を
実
施
し
、
ひ
び
割
れ
補

強
鉄
筋
を
配
置
。
さ
ら
に
、

R=
28

0m
部
の
緊
張
管
理
は
、
鋼
材
の
鉛

直
方
向
変
化
に
加
え
、
左
右
ウ
ェ
ブ
の
曲
線
影
響
も
考
慮
し
た

3
次
元

形
状
で
緊
張
計
算
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
管
理
を
実
施
。

 

○
 

 
 

○
 

 

12
 

第
二
東
名
高
速
道
路

 新
戸
川
橋
の
設

計
と
施
工

 
藤
岡
、
関
井

 
大
嶋
、
河
東

 

第
22

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
13

.1
0 

pp
.1

45
 

-1
48

 

第
二
東
名
高
速
道
路

 新
戸
川
橋

(リ
ブ
付
き
床
版
波
形
鋼
板
ウ
エ
ブ
箱

桁
)で

は
、
床
版
の
初
期
ひ
び
割
れ
対
策
と
し
て
下
記
の
項
目
を
実
施
。

 
①
初
期
被
膜
養
生
剤
の
散
布

 
②
高
機
能
養
生
マ
ッ
ト
の
採
用

 
③
塗
布
型
収
縮
低
減
剤
の
塗
布

 
 

 
○

 
 

 
 

122122



N
o 

表
題

 
著
者
名

 

出
展

 

概
要

 

初
期
変
状
の
分
類

 

出
展
名

 
年
月
日

 
該
当
頁

 
温
度

応
力

 
乾
燥

収
縮

 
施
工

全
般

 
緊
張

 
そ
の

他
 

13
 

２
径
間
連
続
Ｐ
Ｃ
箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋
の

施
工
報
告

 －
川
合
高
架
橋

 二
期
線
－

 
岡
、
大
柳
豆

 
後
藤
、
島
津

 

第
22

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
13

.1
0 

pp
.4

13
 

-4
16

 

川
合
高
架
橋
二
期
線

(箱
桁
ラ
ー
メ
ン
橋

)で
は
、
上
床
版
の
ひ
び
割
れ

対
策
と
し
て
下
記
の
項
目
を
実
施
。

 
①
温
度
応
力
解
析
結
果
に
基
づ
き
膨
張
材
の
使
用

 
②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
に
遮
光
ネ
ッ
ト
の
設
置

 
③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
管
へ
の
養
生
マ
ッ
ト
設
置
と
散
水

 

○
 

○
 

 
 

 

14
 

PC
橋
の
持
続
荷
重
に
及
ぼ
す
鉄
筋
拘

束
力
の
影
響
に
関
す
る
研
究

 
吉
川
、
玉
越

 
北
村

 

第
22

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
13

.1
0 

pp
.4

37
 

-4
40

 

設
計
に
お
け
る
持
続
荷
重
の
考
慮
方
法
の
違
い
が
、
ひ
び
割
れ
発
生
リ

ス
ク
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
を
、
鉄
筋
配
置
を
変
え
た
供
試
体
の
実
験
や

解
析
に
よ
り
検
討
し
た
結
果
、
軸
方
向
鉄
筋
比
の
相
違
が
ク
リ
ー
プ
変

形
に
差
異
が
生
じ
る
こ
と
が
実
験
に
よ
り
確
か
め
ら
れ
、
解
析
結
果
よ

り
ひ
び
割
れ
な
ど
の
発
生
原
因
に
な
り
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

 
 

 
 

 
 

○
 

15
 

ミ
ス
ト
養
生
を
用
い
た

PC
橋
の
継
続

養
生
（
三
遠
南
信

20
号
橋
）

 
國
富
、
松
尾

 
下
貞
、
浅
井

 

第
23

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
14

.1
0 

pp
.1

3-
16

 

PC
 橋

梁
の
場
所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
移
動
作
業
車
に
よ
る
張
出
施

工
）
を
対
象
に
，
材
齢

3
日
で
の
脱
枠
後
、

7
日
間
ミ
ス
ト
養
生
を
実

施
し
、
圧
縮
強
度
、
質
量
変
化
、
透
気
係
数
は
水
中
養
生
に
近
い
値
を

示
し
，
水
中
養
生
と
同
程
度
の
効
果
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。

 

 
○

 
 

 
○

 

16
 

ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
を
利
用
し
た
パ
イ
プ
ク

ー
リ
ン
グ
の
施
工
報
告

 

高
須
賀
、
船

本
 

前
田
、
伊
吹

 

第
23

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
14

.1
0 

pp
.1

7-
20

 

PC
4
径
間
ラ
ー
メ
ン
連
続
箱
桁
橋
の
端
部
横
桁

(2
.5

m
×1

.9
5m

×5
.4

m
)

に
、
あ
ら
か
じ
め
冷
却
媒
体
を
密
封
し
た
「
ヒ
ー
ト
パ
イ
プ
」
を
使
っ

た
パ
イ
プ
ク
ー
リ
ン
グ
を
適
用
し
、
温
度
上
昇
量
の
低
減
が
可
能
で
あ

り
，
ひ
び
割
れ
抑
制
対
策
と
し
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

 

○
 

 
 

 
 

17
 

Ｐ
Ｃ
Ｔ
桁
橋
の
桁
腹
部
に
発
生
し
た
シ

ー
ス
沿
い
ひ
び
割
れ
原
因
に
関
す
る
解

析
的
検
討

 

小
林
、
中
西

 
北
野
、
本
間

 

第
23

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
14

.1
0 

pp
.9

1-
94

 

グ
ラ
ウ
ト
の
充
填
が
良
好
で
あ
る
箇
所
で
桁
腹
部
シ
ー
ス
沿
い
ひ
び
割

れ
が
発
生
原
因
の
解
明
を
目
的
と
し
、
解
析
的
検
討
を
行
い
、

 
・

PC
鋼
材
の
緊
張
に
よ
り
桁
腹
部
に
表
面
応
力
が
発
生
し
，
そ
の
応

力
は
曲
上
げ
角
度
が
大
き
い
ほ
ど
，
曲
上
げ
区
間
が
長
い
ほ
ど
大
き
く

る
。

 
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
グ
ラ
ウ
ト
の
熱
膨
張
係
数
の
差
に
よ
り
桁
腹
部
に

表
面
応
力
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

 
こ
と
が
、
推
定
さ
れ
た
。

 

 
 

 
 

○
 

123123



N
o

18
PR

C
L

23
PC

20
14

.1
0

pp
.1

07
 

-1
12

L

3

19

23
PC

20
14

.1
0

pp
.2

03
 

-2
06
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N
o

20
23

PC
20

14
.1

0
pp

.2
07

 

-2
10

(
)

3

20
10

5

20
6

9
1

2

3

1.
5

125



N
o

21
23

PC
20

14
.1

0
pp

.2
47

 
-2

52

(H
8)

2 

EN
19

92
 

AA
SH

TO
 

22
PC

 
23

PC
20

14
.1

0
pp

.2
69

 
-2

74

40
 N

/m
m
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N
o
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23

PC
20

14
.1

0
pp

.3
19

 
-3

22

(
) 

3
FE

M

4
1

3

4

24
23

PC
20

14
.1

0
pp

.3
23

 
-3

26

(
) 

3

25
23

PC
20

14
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pp

.3
27

 
-3

30

3

26
23

PC
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14
.1

0
pp

.3
31

 
-3

34

(
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N
o 

表
題

 
著
者
名

 

出
展

 

概
要

 

初
期
変
状
の
分
類

 

出
展
名

 
年
月
日

 
該
当
頁

 
温
度

応
力

 
乾
燥

収
縮

 
施
工

全
般

 
緊
張

 
そ
の

他
 

27
 

新
鳴
合
橋
新
設
工
事
に
お
け
る
施
工
報

告
 

荒
渡
、
田
村

 
岡
本
、
白
浜

 

第
23

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
14

.1
0 

pp
.3

35
 

-3
38

 

マ
ス
コ
ン
と
な
る
新
鳴
合
橋
の

A１
橋
台
に
対
し
、
下
記
の
温
度
ひ
び

割
れ
対
策
を
実
施

 
①
高
性
能
Ａ
Ｅ
減
水
剤
を
使
用
し
単
位
セ
メ
ン
ト
量
を

13
kg

/m
3  
低
減

 
②
収
縮
補
償
と
し
て
膨
張
材
を
使
用
。

 
③
分
割
施
工
に
よ
る
新
旧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
継
の
拘
束
度
を
低
減
。

 
④
隔
壁
な
ど
に
誘
発
目
地
を
設
置
し
て
，
外
部
拘
束
を
低
減
。

 
⑤
上
記
対
策
後
，
温
度
応
力
解
析
に
よ
り
ひ
び
割
れ
指
数

1.
45

を
満
た

さ
な
い
箇
所
に
補
強
鉄
筋
の
配
置

 

○
 

 
 

 
 

28
 

福
知
山
道
路
堀
高
架
橋
の
施
工

 
岩
垣
、
南
部

 
楊
村

 

第
23

回
PC

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
 

20
14

.1
0 

pp
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4.3.2 文献調査結果のまとめ 

 文献調査結果より、以下のことが言える。 

 

(1)全体的な傾向 

コンクリート硬化時に生じる水和熱に対する温度ひび割れ防止に関する文献が多く、柱頭部

や中間支点上等のマスコン部材に対する温度上昇の防止対策や、分割施工による打継目部の外

部拘束を低減するための工夫が多く示されている。調査結果から、ここでは温度ひび割れの防

止対策とプレストレスに起因するひび割れの防止についてまとめる。 

 

(2)温度ひび割れ防止対策 

コンクリート標準示方書［設計編：本編］2012 12 章 初期ひび割れに対する照査では、 

とし、初期ひび割れに対する照査フローを図-4.3.1 のように示している。 

このフロー図の中段に示す「既往の実績のみで温度ひび割れが発生するか否か、もしくは有

害なひび割れが発生するか否かを判断する」の判定では、明確にひび割れの発生を判断するこ

とも困難であることから、近年では、電算技術の発展も有り、温度解析を実施するケースが増

えてきている。 

そして、調査した文献では、マスコン部材のセメントの水和熱に起因するひび割れ（温度ひ

び割れ）防止対策として、以下の様な手法を用いて解決に至った事例が示されている。 

1)設計的な工夫 

・多くのケースで三次元温度応力解析を実施し、施工前にその効果を検討している。 

・温度解析等で検討を行ない、柱頭部などでは打込み時のリフト割の変更し、1 回の打込

み量を低減させている事例もある。 

・温度応力により引張応力が生じる箇所には、引張力に相当する補強鉄筋を配置し、有害

なひび割れ発生を防いでいる。 

・二主版桁橋のように主桁と床版に剛性差の大きな断面形状では、温度差が生じひび割れ

が生じやすいとしている。事前に温度解析等を行ない、補強方法を検討した事例もある。 

・片持ち架設工法で施工する PC 箱桁橋では、張出し床版先端付近の橋軸方向引張力（目

開き）に着目した場合、新設部のブロック長、全体幅員や張出し床版長の影響が顕著と

なり、打設温度や施工サイクルの影響は少ないとした検討結果もある（PC シンポジウ

ム No.2）。 

 

12.1 一般 

(3)セメントの水和に起因するひび割れが問題となる場合には、実績による評価、また

は温度応力解析による評価のいずれかの方法により照査しなければならない。 
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※コンクリート標準示方書［設計編：本編］2012 (公社)土木学会より 

図-4.3.1 初期ひび割れに対する照査フロー 
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 本編 12.2.2,12.2.3

予測値は限界値の
範囲に収まっているか

END

既往の実績に基づいて
ひび割れの発生の判断
あるいはひび割れ幅の

推定を行う

コンクリートの物性を評価する

温度分布を算定する

温度応力を算定する

ひび割れ指数またはひび割れ幅を
算定する

簡易評価法により

ひび割れ指数を算
定する

プラスティック

収縮ひび割れ

既往の実績のみで温度ひび割れが
発生するか否か,もしくは有害なひび割れが発生

するか否かの判断をする

初期ひび割れ

収縮に伴うひび割れ
セメントの水和に

起因するひび割れ
沈みひび割れ

照査
（本編12.3）

一般に照査を省略してよい

START

環境条件,構造物の寸法形状,配筋,
施工方法,コンクリートの配合を設定する

ひび割れに対する限界値を設定する

NO YES

NO

YES

134 134



FRP

PC No23 AE

1

FRP

135



 H24

3

FEM

FEM

PC 1

6

6.6.6

6.6.7

6.6.8

10

10.5

18

18.2

20

20.8

136



FEM

PC

PC

137



PC

6

3.5 4.2

(1) (5)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

138



139



1

1

1

1

2008
2012 [ ]

4

140



1

1

2008
2012 [ ]

16 H26-(19 )

141



3)

4)

22 23

142



3)

4)

5)

H26-(22)

143



2

1)

3)
4)

5)

11

144



3)
4)

5)

6)

3)
5 7.5cm

50cm D13 ctc10 15cm
50cm 0.2%

13

145



1

2
3

3)
4)

5)

3)
5 7.5cm

50cm D13 ctc10 15cm
50cm 0.2%

13

146



1)

1

1

1)

3)
4)

5)

6)

147



4)

5)

6)

148



0.15

D13ctc300

H26 (5)

149



PC

27 H26-16-( )  

150



(4) プレストレスによる影響のひび割れ 

① 主桁端部の定着部 

項 目 解 説 

発生状況 
・PC 鋼材が定着される端支点横桁は、マッシブな部材とは言え、定着具が集

中配置されることから局部応力が発生しひび割れが生じやすい。 

特に発生し

やすい傾向 

・定着具の縁端距離が短い場合。 
・定着具の間隔が狭く、集中的に配置されている場合。 
・斜角が小さい場合。 
・横締め箱抜き等と近接する場合。 

発生原因 
・局部応力の発生。 
・縁端距離および定着間隔不足。 
・補強鉄筋の配置不足。 

防止対策 
・十分な縁端距離および定着間隔を確保する。 
・補強鉄筋を適切に配置する。 

注意事項 

・各種定着工法の基準は有害なひび割れを防ぐように基準化されており、ひび

割れが生じないとした設定ではないため注意が必要。 
・所定の中心間隔を確保して配置しても、斜角の影響で縁端距離を確保できな

い場合もある。 

防止のため

の基準類 

【道示】6.6.7 PC 鋼材の定着 

(1)定着具の位置は、部材に所定のプレストレスが導入できるように、また、

部材に有害なひび割れが生じないように選ばなければならない。 
(5)数多くの定着具を同一面内に配置する場 
合においては、定着具の数、引張力の大き 
さ、各定着具の必要最小間隔等を考慮し 
て、定着部のコンクリートの断面形状及び 
寸法を定める。 

【解説】(5)定着部が階段状になる場合の斜 
 橋や、切欠き部を有する伸縮継ぎ手付近で 

は、定着具の中心間隔や縁端距離が所定の 
寸法を確保しているのか確認することが重 
要としている。 

ひび割れパ

ターン事例 

・新分類【16】、橋梁点検要領 H26-(19) 
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④ プレストレスと自重の作用 

項 目 解 説 

発生状況 
・固定支保工で施工され、プレストレスを導入する場合、支保工の開放が適切

でない場合、主桁に自重が作用せずプレストレスのみ導入されるためひび割

れが生じやすい。 

特に発生し

やすい傾向 

・連続桁の中間支点上のように主桁を押し下げる方向に PC 鋼材が偏心配置さ

れている場合。 
・PC ケーブルの配置が適切に分散されていない場合。 
・箱桁橋の PC 床版のように部材が薄く、プレストレスによる曲げ応力度が敏

感な部材の場合。 
発生原因 ・プレストレスと自重作用のバランスが崩れ、オーバープレストレスとなる。

防止対策 
・プレストレスの導入量に見合った支保工の支持を開放し、適切に自重を作用

させる。 
・設計計算に基づいたプレストレスの導入と自重の作用を図る。 

注意事項 
・横締め鋼材は摩擦管理しないため、必要以上のプレストレスはオーバープレ

ストレスになる可能性もある。 

防止のため

の基準類 

【道示】20.8 PC 鋼材工及び緊張工 (2) 

7)PC 鋼材を順次緊張する場合においては、各段階においてコンクリートに

設計で想定しない応力が生じないようにする。 
8)型枠及び支保工は、プレストレッシングにより設計で想定していない変

形、沈下等が生じないようにする。 
【解説】7)緊張作業中は一部の PC 鋼材だけが緊張される状態となり、部材に

ねじりモーメント、横方向モーメント、不静定力等が生じることがあるため、

コンクリートに有害な応力が生じないように緊張順序、方法ならびにこの引

張力を定める必要がある。 
【解説】8)プレストレッシングよって弾性変形が生じ、この変形を拘束すると

所定のプレストレスが与えられず支保工崩壊のおそれもある。緊張前に一部

の型枠を取り外すなどプレストレスによる拘束を少なくするのが望ましい。

 
自重の作用については特に触れられていない。 

 

ひび割れパ

ターン事例 

・橋梁点検要領記載無いが、以下のようなパターンのひび割れが生じやすい。

・新分類【19】 および新分類【6】、橋梁点検要領 H26-(15)  
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③ 養生不良 

項 目 解 説 

発生状況 

・コンクリートの養生状態が悪いと、脱型時の急激な温度変化、急激な乾燥収

縮の促進につながり、ひび割れが生じやすい。 
・コンクリート硬化時に表面が乾燥し、水和反応に必要な水分が十分にない場

合は、水和反応が促進されずにひび割れが生じやすい。 
・コンクリートは硬化時に水分が蒸発し乾燥収縮が生じる材料である。新旧コ

ンクリートの打継目など外部拘束を受ける場合、ひび割れが更に生じやすく

なる。 

特に発生し

やすい傾向 

・寒中施工（内部温度と表面温度の差が生じやすい）の場合。 
・暑中施工（温度が高く、表面水が蒸発しやすい）の場合。 
・施工工程から早期脱枠が求められる場合。 
 

発生原因 
・急激な温度変化。 
・乾燥収縮の促進。 
・コンクリート表面の緻密化作用の停止。 

防止対策 

・コンクリート面を十分な期間、湿潤養生を行なう。 
・保湿マットやミスト養生など湿潤環境を保つ。 
・断熱型枠や保温養生等を行ない、内外温度差が生じないように努める。 
・膨張剤や収縮低減剤を用い、収縮による初期ひび割れを防ぐ。 

注意事項 
・養生の品質により、コンクリートの耐久性が決定するとも言え、施工者の施

工能力が判断される。 

防止のため

の基準類 

【道示】20.6 コンクリート工 (6)養生 

1)コンクリートは打込み後に、乾燥、低温、急激な温度変化による有害な影

響を受けないように養生する。 
3)養生方法は湿潤養生を行なうことを標準とする。普通セメントでは少なく

とも 5 日間、早強セメントでも 3 日間以上養生を行なう。気温が低い時期

に床版コンクリート等を施工する場合、15N/mm2 程度の強度に達するまで

適当な保温設備のもとに養生を行なう。 
4)寒中コンクリートでは、養生中に凍結しないようにする。 
5)蒸気養生では、打ち込み後 2 時間以上経過してから加熱を始める。温度上

昇は原則 15℃/1h 以下、最高でも 65℃以下とする。 

ひび割れパ

ターン事例 
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